
令和７年度 第１回蕨市いじめ問題対策連絡協議会 議事録 

 

１ 日 時  令和７年７月１０日（木） １０：３０～１１：３０ 

 

２ 会 場  蕨市役所 ５階 委員会室 

 

出席者（敬称略） 

委員 ：佐藤 慎也   落合 洋斗   赤羽  悟   川邉 ユカリ   

    中村 亮一   桑島 勝彦   山口  浩     秋元 知子 

    梅谷 知弘   松本 隆男 

事務局：𠮷岡 雅彦（教育部次長） 

    遠藤 雄也（学校教育課指導主事） 

    敷地  奨（学校教育課指導主事） 

 

３ 【開会】 𠮷岡 雅彦 

 

４ 【委嘱状交付】 

 

５ 【本連絡協議会に関する説明】 

 

６ 【会長挨拶】 

   本協議会の意義、委員の役割  

 

７ 【協議】 

（１）蕨市立小・中学校の状況 

  事務局からの説明 

   ・法に基づくいじめの認知について 

   ・埼玉県のいじめ認知件数、解消件数について 

   ・本市のいじめの認知件数、解消件数について（令和７年３月３１日現在） 

   ・埼玉県と蕨市の比較（認知件数、多い学年、解消率） 

   ・今後の対策について 

 

≪質疑応答≫ 

［委員］ 

 認知については人により感じ方が違うと思うが、いじめの全体像をどのように把

握しているのか。 

  

［事務局］ 

各学期二回アンケートの実施、小学校での定期的な保護者との教育相談、中学校 



での二者面談、連絡ノート等も活用して情報が入りやすいようにしている。 

 

［委員］ 

 いじめの訴えがあった場合の聞き取りはどのようにしているのか。 

 

［事務局］ 

 発達段階に応じた聞き取りを行っている。小学校の低学年については一緒に集め

て聞き取る場合もあるが、個別に聞きとる場合もある。特に中学生については、見

ていた生徒、仲の良い生徒等、知っている可能性がある周りの生徒への聞き取りを

行ったうえで、当人の聞き取りを行うこともある。 

 

［委員］ 

 子供の学校は、いじめに関するアンケートについてタブレットを使って実施して

いる。 

 

［委員］ 

 ３ヶ月を超えても解消していない長期化しているいじめの件数はどれくらいある

のか。また、どのような案件が長期化しているのか。 

   

［事務局］ 

 長期的にいじめが解消しない案件は少数であるが存在する。 

 ３ヶ月が経過したあとも部活動等が同じで、不安な気持ちがなかなか晴れない場

合や違う生徒から再度、いじめを受けてしまった場合などがある。 

  

［委員］ 

 いじめがあった場合の保護者への連絡は対面で行っているのか、電話で行ってい

るのか。 

 

［事務局］ 

 基本的には電話で確認を行っている。 

 ３ヶ月以降に現状を確認する場面では、当該児童生徒と校内で直接確認後、保護

者に対して電話で子供の様子も含めて確認するようにしている。 

 

（２）いじめ防止に向けた取組 

 ・いじめ未然防止ワーキンググループ 

  学校生活アンケートの実施 

  ライフスキルの手法を用いたプログラムの実施 

 ・「蕨市いじめのない明るい学校づくり会議」（２月 参集方式での実施） 

   各小中学校におけるいじめ防止に向けた取組の発表 



≪質疑応答≫ 

［委員］ 

 研修プログラムの動画については、先生たちが見る動画なのか。 

 

［事務局］ 

 動画資料については、先生方が見るものになっている。 

 研修については、子供達用の資料と先生用の資料がある。 

 

［委員］ 

 先生方は業務が多く忙しいと思うが見る時間があるのか。 

 

［事務局］ 

 校内での研修の時間があるのでその時間を中心に活用している。 

 また授業を行う際は、教材研究を行うのでその際に活用している。  

 

［委員］ 

 ソーシャルスキルの手法もとても有効だと思う。取り入れていくのはどうか。 

 

［事務局］ 

 検討していきたい。 

 

［委員］ 

 やってよかったという研修等はあったか。 

 

［事務局］ 

 市全体が取り組むということで、研修を受けた教員が研修内容を校内に広めてい

る。どの学校でも同じ内容を行うので、初任者の先生もベテランの先生も同じこと

を学ぶことができ有効的な研修となっている。 

相手が温かくなる言葉と、相手が傷つく言葉の使い方についてのスキルもあるの

で、教員にも紹介したり、活用、確認したりしている。 

 

（３）各機関、団体からの報告 

［委員］ 

  １ 埼玉県の少年非行の情勢について 

  ２ 蕨署管内の少年非行の情勢について 

  ３ 学校内でのトラブルの事例 

  ４ 非行防止教室、補導活動を実施している 

 

 



［委員］ 

 他市の学校との公園でのトラブルがあると聞いた。夏休みに入り、学校の目も届

かないことが多いと思うので、地域での見回りを行っていきたい。 

 

［委員］ 

 地域全体での啓発イベントには協力できると思う。 

 

［事務局］ 

 一緒にできることがあるか検討したい。 

 

［教育長］  

蕨警察からの話も聞いたが、心配なことがあるなと感じた。しかし、今までも学

校警察連絡協議会を中心に連携を図ってきた。今後とも互いに情報共有を行い連携

をより深めていきたい。また、民生委員には子供たちの活動をいろいろな場面で見

て頂き感謝している。他市の学校とのトラブルに対しては、事務局としての情報収

集もしていかなくてはならない。また、学校同士の連携を進めていかなくてはなら

ない。 

 今年度からの新しい委員さんについては改めて、学校との密な連携をお願いした

い。 

いじめのない明るい学校づくり会議を行ってきた。子供たちが自分の学校をよく

していこうと主体的に考えて取り組んでいる。それについても大切にしていきた

い。蕨の子供たちが健全で楽しい９年間を過ごせるように教育委員会としても取り

組んでいきたいと思うので、協力をお願いしたい。 

 

８ 【その他】 

  事務局より事務連絡 

  ・令和７年度第２回蕨市いじめ問題対策連絡協議会 

   令和７年１１月ころ実施予定 

 

９ 【閉会】 𠮷岡 雅彦 

 


